
【質問一覧】R8.3.18開催 「東京外環自動車道 草加地区・和光地区・川口地区耐震補強工事」発注見通し補足説明会
＜説明会当日に頂いた質問と回答＞

№ 質問内容 回答内容

1
発注見通し情報において、工期は約50か月と記載されていますが、詳細設計の期間も
含まれた期間でしょうか。

工期50か月は詳細設計の期間も含まれます。
ただし、工事契約のための交渉も行っていきますので、期間が固定ではないことはご
承知おきください。

2
説明の中で、夜間施工が基本とありましたが、規制は日々設置して撤去するイメージ
で考えていますか。

現時点では確定しておりません。
施工方法に係る関係機関協議の結果次第となります。

3
河川内橋脚の施工にあたって、河川管理者との協議を重ねて計画していくことになる
と思いますが、仮設計画も本業務の中に含まれるのでしょうか。

詳細の内容につきましては公告図書を参照してください。
各種検討に必要な条件は提示する予定です。

4
工期は詳細設計を含めて約50か月と記載されていますが、その期間で詳細設計を行い
ながら施工も行う形でしょうか。

関係機関協議の進捗次第では、設計及び関係機関協議が完了した箇所から工事に着手
する場合も想定されます。
詳細については、公告図書をご確認ください。

5
関係機関との協議の進捗によっては、詳細設計の期間が3〜4年かかることもあります
か。

協議次第ではそのような場合も想定されます。



№ 質問内容 回答内容

6
設計の進捗によっては、耐震補強事業の完了が令和12年度を超過する場合もあるので
しょうか。

弊社の事業目標として完了時期を令和12年度と定めております。

7
技術提案・交渉方式について、優先交渉権者を決定するにあたり、技術提案のみなら
ず概算工事費や概算設計費も考慮されるのでしょうか。

技術提案内容のみが評価項目となり、参考見積はいただきますが、優先交渉権者の選
定においては、参考見積額は評価項目になりません。

8
設計業務の内容について、耐震補強の設計というよりは耐震補強工事にあたる仮設計
画を実施するというイメージでしょうか。

耐震補強設計は、発注者側で進めている設計業務の中で実施しており、それと大きく
重複しない範囲で、施工に必要な検討等を行うことを想定しています。詳細は公告図
書を参照ください。

9 関係機関との協議は既に実施しているのでしょうか。
随時協議は進めております。
本業務の詳細設計の進捗に応じて、施工計画等を反映した関係機関協議をさらに具体
化していく予定です。

10

資料3ページ目に「暫定的な整備手法」として上り線・下り線の「いずれか一方の橋
脚を先行して整備」とありますが、本工事の設計にて整備手法に基づいた施工箇所を
選定するのでしょうか。また、その選定には現地の課題を考慮して選定する必要があ
るのでしょうか。

資料3ページ目に示す「暫定的な整備手法」とは、弊社で実施している耐震補強事業
全体としての整備手法になります。
本工事の施工範囲は連続高架橋かつ下部工や上部工が上下線一体構造となっている箇
所もございますので、上下線両方を補強する形で考えております。
加えて、弊社で実施している設計業務において補強対象橋脚を精査しておりますの
で、詳細は公告図書を参照ください。
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11
乙型ＪＶで構成する場合の構成員数の考え方について、「東京外環自動車道 草加地
区耐震補強工事」では、RC橋脚が80基と多いため土木補修が3者、鋼製橋脚が25基な
ので2者というイメージでしょうか。

入札公告前のため、現段階では回答できません。
個々の案件の構成員数は公告図書を参照ください。

12
資料18ページ目に記載されている主なスケジュールについて、技術提案書の提出時期
はいつ頃になりますか。

夏頃に技術提案書の提出とヒアリングを予定しています。

13 参考見積書に記載した金額は、後の価格交渉を拘束するものでしょうか。
提出された参考見積書の金額は、後の価格交渉を拘束するものではございません。
詳細については、公告図書をご確認ください。


